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国際北極科学研究の最近の動向
小 野 延 雄
北極 を取 り巻 く国際環境は、20世紀最後の10年 に、科
学 研究の国際協 力のみ な らず北極圏諸 国の 内政において
も、大 きな変化 を続 けてい る。1990年に発足 した非政府
科 学組織 、国際北 極科学 委員 会　(lnternational　Arctic
Science　Committee:　IASC)に関 しては、その設立や第1
回IASC評議会 で日本の加盟が認め られる までの経緯が 、
星合孝男前 所長 に よって本 ニュース101号に紹介 されて
い る。 その後のIASC評 議会 の報 告は 、北極研究 の国際
動向な どと ともに、本ニ ュース109、118、121、126号に
掲載 されている。
IASCは、北極 圏に関 わる国際協 同研 究プロジェク トの
研 究者 や各 国の科学組織 、科学者 との交流推進 を目的に掲
げ、交流の場 としての北極科学会議(Arctic　S ience　Con-
ference)を評議会が企画する重要事項 に位置づけている。
設立当初は第1回 の北極科学会議 を1997年に開催する こ
とに してい たが、1994年4月の第4回 評議会で繰 り上げ開
催 を主張す る米国の意見 を容 れて、1997年会議 に向けての
計画会議 を1995年12月に米 国で開催することを決定 した。
その計 画会 議 は、北極研 究計 画 を立案 す る国際会 議
(lntemational　Conference　forAretic　Research　Planning
:　ICARP)と名付け られ、12月5日か ら9日 にかけて米国
ニューハ ンプシャー州ハ ノーバーのダー トマスカレッジで
開催 された。日本か らの参加者は、国立極地研 究所 の渡邊
興亜北極圏環境研究セ ンター長 と私、富 山大学の小 島教授
の3名 であ った。　IASC加盟の15か 国 と加 盟申請中の 中
国、それにベルギーが参加 し、参加者総 数は260人に達 し
た。 この計画会議には通常の研究発表 などはな く、10のテ
ーマでそれぞれ グループ会議を開催 して企画立案 を進め 、
全体会議で報告 して討議する とい う姿 をとった。　IASCの
重点推進課題に名乗 りを挙げたテーマは、①紫外線増加効
果 、② バ レンッ海影響、③ベーリング海影響、④ 氷河 ・氷
床 質量収支、⑤ 陸上生態系 と気候への フィー ドバ ック、⑥
北極海 一沿岸一河川域 システム、⑦ 陸上生態系の擾乱 と回
復 、⑧北極動物個体数変動 と生態系、⑨北 極圏居住者の貴
重生物資源の持続的利用、⑩北極圏工業化 の環境 ・社会影
響(持 続可能な開発)の10で ある。各 グループの代表者は、
統合 などの意見 をふ まえて今後最終案の とりまとめを行い、
1996年4月の第6回 評議会で計画概要 を発表 し、そ こで4
～5件 が採 択 されることになっている。
ICARP全体 会議 では、3日 にわた り毎晩1～2名 が基
調 講演 を行 った。その うちの ひとつ、米国NSFの ボブt
コレル氏の基調講演 でアメリカの地球環境研究費が大幅 に
カ ッ トされるに至った経緯 を説明 し理解 を求めていたのが
印象に残 った。
1991年6月に北極 圏8か 国 は、政府間組織 として閣僚 レ
ベルの北極環境保護方策(the蝕ctic　E可ro㎜en固Pro-
tection　Strategy:　AEPS)を発足 させ 、会議 をフィンラン
ドのロバニエ ミで開催 した。そ して、北極モニ タリング ・ア
セス メン ト計画(Arctic　Monitoring　Assessment　Pro－
理 ㎜e:　AMAP)や、北極の動植物保存(Co㎜1adon　of
ArCtic　Flora　and　Fauna:　CAFF)などを設 置 して活動 を開
始 した。現在、AEPSには、この2つ に加えて災害防止準備
対応(EmergenCy　Prevention.　Preparedness　and　Response
EPPR)、北極 海洋環境保護(Protection　of　Ar(tic　Marine
Environment:　PAME)、持続的開発 タスクフt　-aス(Sus-
tainable　Development　Task　Foree:　SI)IF)などが設置され
てい る。最近 、北極 圏8か 国には、北 極圏協議会(Arctic
Coundl)を創設 しようとの動 きがある。これは、北極 圏国が
恒 久的な政府機関間フォーラム として設置 しようとする も
ので、1996年3月に各国の大 臣級代表がカナダに集 まって
発足 させ ようと準備 を進めている。AE】忍 の活動成果を踏 ま
え、新たに北極持続的開発 イニシャチブ(Ar(比ic　Sustainable
Development　I itiative.　ASDI)を設けてSIYIFをここに移
し、北極圏協議会 をAEPSとASDIの2本 柱の上 に置こ う
という構想である。会議 は2年 毎に開かれ、事務局はまず カ
ナ ダに置いてその後持 ち回るとい う案が示 されている。
北極 に対す る政府機 関、非政府機 関の組織 、体制 の整備
は さまざ まな 進展 を見 せ 、　IASCの国際 学 術 連 合会 議
(ICSU)への参加、ヨー ロッパ連合(EU)の 北極研 究へ の
意欲的取組み など、21世紀 を目前 に して大 きな変化 を遂 げ
ようとしている。(筆 者:国 立極地研究所企画調整官)
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第19回極域における電離圏磁気圏
総合観測シンポジウム
標記 シンポジウムが1995年11月21・22日の二日間に
わた り国立極地研究所において開催された。約80名(延
べ)が参加 し、58件の論文発表が行われた。
今回のシンポジウムでは、米国航空宇宙局マーシャル宇
宙飛行センターのT,　E,　Moore博士とワシントン大学の
G.　Hernandez博士を招聴講演者として迎え、衛星観測と
地上観測の両面から極域超高層物理に関する議論を行 う英
語によるセッションを設けた。まず、　Moore博士によって、
熱イオン力学実験(TIDE)をおこなうPOLAR衛星搭載機
器に関する講演が行われたのに続いて、　Hernandez博士に
よって米国におけるファブリー ・ペロー大気観測の現状に
関するレヴュー講演が行われた。
特別講演 として、京都大学工学部の木村盤根教授 と電気
通信大学芳野赴夫名誉教授に講演をいただいた。木村教授
が、これまでの南極昭和基地におけるロケット実験および衛
星観測による研究の成果を発表されたのにつづき、芳野名
誉教授は南極昭和基地における豊富な観測経験 に基づいた
電磁ノイズ対策についての苦労談などの講演をいただいた。
HFレーダが南極昭和基地において本格運用に入ったこ
とを受けて、二日目のHF・VHFレーダのセッションにお
いて、HFレーダ建設の経過報告およびその初期結果が報
告された。昭和基地から電送されたサマリーデータが示 さ
れ実際のレーダエコーに基づいた議論が活発に行われた。
今年のシンポジウムは、海外からの招待講演を中心 とし
たセッションを設けることができた点において、これまで
と異ったセッション構成となった。また、今回はポスター
セッションを行わず、総ての講演を口頭発表 とすることが
で き、活発な議論が行われ、有意義なシンポジウムとする
ことができた。
第18回極域生物シンポジウム
1995年12月6・7日の2日 間、標記 シンポジウム を本
研究 所講堂 におい て開催 した。今回 は、陸上生物で はス
バールバル諸島二一オルス ン周辺で行っている国際学術
研究 「北極 における氷河末端域の生態系変動」および北
極域での研究の成果。海洋生物では、33次隊から35次南
極観測隊で行われた 「しらせ」や昭和基地周辺での 「海
氷圏生物の総合研究」、昨シーズンの白鳳丸(東 京大学海
洋研究所)、開洋丸(水産庁)と いった日本の観測船によ
る南大洋調査を中心 とした成果を持 ち寄って論議する場
として企画した。口頭12件、ポスター56件の発表が行わ
れ、6名 の外国からの研究者 を含め、延べ約140名の参
加者があった。速報的な発表 もあ り、最近得 られた成果
に関しての活発な討論が行われ、参加 した研究者間の交
流の場 としても有意義なシンポジウムであった。
初日の陸上生物のセッションでは、増沢教授による95
年度のニーオルスン周辺での調査概要 に次 いで、氷河後
退に伴 う植生や土壌中の微小動物相の遷移の様子が報告
された。またシベリヤのタイ ミル半島、セベルナヤゼム
リャでの95年夏期の日独露共同調査の報告がベルター博
士からあり一 概・北繊 と言・ても植生・大きな幅叫 ●
あることが示された。 また、第三の極地とも言われる高
山域や南極域での研究発表もあった。一方海洋分野では、
南極域で行われた各研究プロジェクトの代表者である川
口教授、永延博士、福地教授から調査の概要報告があり、
微生物からほ乳類にいたる様 々な生物 を対象とした研究
成果が発表された。また、　Hosie博士からオース トラリア
による近年の南極海洋生物研究の概要 と計画について発
表があ り、それぞれ活発な情報交換が行われた。内容と
しては、炭素循環にからんだ南極海での沈降粒子フラッ
クスの研究や、生態系の上位捕食者である魚類や海鳥の
行動生態研究などにより、生態系をより多面的に巨視的
に捉えようとした研究発表が 目を惹いた。環境 の厳 しい
極域の生物の繁殖戦略 として、なかなか無い好環境条件
の年に多くの個体を残す努力をすることにより種を継続
させている例が海洋、陸上の両分野で報告 されたのが印
象的だった。
当初予定 していたロシアか らの研究者6名 が、経済的
な理由で参加を取 り止めるなどあったが、今回、海外か
らの研究者は皆旅費持ちで来日した。毎年開催 されるこ
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のシ ンポ ジウムは南極の生物研 究者のみ な らず 、北 極に
かかわる生物研究 者 に も定着 してお リ、論 文出版 を含む
研究 成 果の発 表や研究情報の 交換 の場 として内外の 研究
者に と り大きな存 在であ る。 本 シンポジ ウムの プロ シー
デ ィングスも巻 を重ね 、権威 生物 の論.文集 と して引 用 も
増 えて きた。 これか らも極域 生物研 究 に新 しい道 を開 く
べ く開催に努力 を続け る所存である、.
平成7年12月1日 付 け人事異動
採 用
上 井 浩..・郎 助手南極圏環境モニ タリング研究セ ンター
第37次南極地域観測隊出発
第37次南極地域観測隊:藤1卜理 行隊 長 ら58名、 うち同
f.f記者1名 、大学院学生1名1を 乗せた観測船 「しらせ1
は、　ll月1411正'「:、家族は じめ関係 者多数の見送1)を受
け、東 京港賄 海埠頭 か ら南極 へ向 け出発 した.
第37次隊は、12月中旬か ら 下旬にかけて、 夏期 建設 要
員 と物資 を昭和 基地へ 、 また、 ドームふ じ観 測拠 点要ii
と物資70ト ンをSl6へ輸送 する、昭和 基地にお いr〔は、
倉庫棟建設 、発電設備改 修.1:Jrなどの 夏期作 業及 び海氷
圏生物 調査、 リコ.ッォ ・ホルム湾沿岸等での地形 、生物 、
海洋、測地調査 を行 う、
?
、
?
ト
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右 から、加藤艦長、藤井 隊長、川田副隊長、神田副隊長
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越 冬観測で は、昭和基地 におい て、宙 空系の 「太陽エ
ネルギー輸送 と変換 過程 に関す る総 合研 究計画1、地学系
の 「地殻動態の総合的監 視 ・測1:il:」、生物 ・医学系の 「昭
和1,t地周辺の生態 系環境 モニ タ リング1な どを行 う。 ま
た、 ドー ムふ じ観測拠点 において、気 水圏系の 氷床 ドー
ム深層掘 削観測 を掴未練 して行 う、,
設営 面で は、 ピラタス、セスナの2機 の航空 機を越冬
運航 し、観測 、調査等 に活 則す る.、また、環境 保全の諸
イ乍業を行 う,:
第36次 隊 と第37次 隊 の交 代 は、2月 仁旬 を11途に行
い、その後 「しらせ」はアムンゼ ン酒盛岩城での地学、生
物 調査 及び海洋観測1を行いつつ帰途 につ き、3月 中旬 に
シ ドニーに寄港 、4月12日 東京 に帰港の]:IEであ る.
なお、第36次 越 冬隊 、第37次.夏隊 員は 、3[127日シ
ドニーか ら空路 帰国す る
第38次観測隊長 ・副隊長決 ま る
第107[「11南極地域観iF.il統合推 進本部総 ≦ミが11月13日
[東京4ミ日空 ホテル」 で開催 され、 第38次観 測隊長及 び
副隊長が次の とお り決定 した 、
◎.隊長 〔兼 越 冬 隊 長}
i|liJ、」?]1ミ
1[自利124勺モ9月28日!1モ
国 立 極 地 研 究 所 北 極 圏
環 境 研 究 セ ン タ 一ー教 授
極 地 歴:【 南 極 地 域 観a{il隊】
第20二欠越 冬1:ts
第28Ji7.(越冬 「;家
【外 国 基 地 】
魚
言
1蜜t㌧ 、
ア ム ン ゼ ン ・ス コ ッ ト基 地[米 国:.
』名利1604弘ll月一.日日手[[60イト12Jj
.副隊 長 〔兼 夏隊玉ミ)
山岸 久雄
昭和24年10月11日 伴モ
国 、7極地研 究所研 究系助 教授
極地歴:【 南極 地域 観測隊】
第19次越 冬隊
第26次越 冬隊
第36次 夏隊
● 副隊長(兼 越冬}、III隊長)
金戸 進
昭和26年1月6日 生
気象庁観測部管理課
南極観測事務室長
極地歴:【 南極地域観測隊】
第19ニク(越冬「:家
第28次 越冬隊
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バッグパイプ演奏
谷 村 篤
どの 人に も、その精神 的バ ックボー ンを支 えてい るな
に ものか に対 す る郷愁 がある。そ れが 自己の ア イデ ンテ
ィテ ィーにつながる ときことさらその思いが募る らしい。
ことに移民 の子孫 には父祖の地や物 に対す る狂 お しい ほ
どの郷愁 がある と聞 いてい る。 今年2ヶ 月ほ ど極地研究
所に滞在 していた オース トラ リア南 極局の グラハム ・ホ
ージーさん もそ うい う想いのあふ れた 人で あった。 そん
な彼が、滞在 中の11月30日 の暖かな昼下が り、中庭 でバ
ッグパ イプ演奏 を して くれた。
バ ッグパ イプ　(bagpipe}　とい うのは、旋律 を奏でるこ
との で きる指孔 を もった管 〔チ ャン ター)と 、 ひとつ の
音 しか発 しな い管(ド ロー ン)が 数本 、風 を供給す る皮
袋 に取 り付け られた楽器で ある,袋 にためた空気 を腕 で
押 し出す ことによ り複数の管 を同時 に鳴 ら して.音楽 を奏
でるが、腕の圧力 によって音 を調節 した り、 ア クセ ン ト
をつける ことに よってバ ッグパ イプ独特 の響 きが生 まれ
る。古 くか ら ヨー ロ ッパ 各地や近東 で さまざまな形態 の
バ ッグパ イプが用い られているが、 われわれ に最 もな じ
みの深い ものがス コ ッ トラ ン ドのバ ッグパ イプ(吹 奏式
のハ イラ ン ド ・パ イプ)で ある。 このバ ッグパ イプは円
錐形の指管 と3本 の ドロー ン管 を備 え、旋律:に細 かな装
飾音 を施す のが特徴で 、軍隊の行進 や儀式用 として用 い
られ てきている。 ホー ジー さん のバ ッグパ イプ もこのハ
イラン ド ・パ イプであ る、
ll月30[1はスコ ッ トラン ドの守護聖人の祝 日、聖 ア ン
ドルー祭　(St.　Andrew's　Day)　であった。 この日スコ ッ
トラ ン ドでは部族 と家名で異 なる タータ ン模 様の キル ト
で正装 して祝 うの だ と教 えて くれた。彼 もター タン模様
の キル トで正装 してバ ッグパ イプの演奏を して くれた。彼
の祖父の出身地であるスコッ トラン ドに対す る憧 景は、 タ
ー タン模様の キ ル トとバ ッグパ イプに象徴 されている よ
うであった。 中庭での演奏会 は1時 間足 らずであったが、
多数 の聴衆 を前 に 「ウ ォルシ ング ・マチル ダ'」な ど10曲
ほ ど演奏 して くれた、
騨者:国 立極地研究所研究系助手1
観 測 隊 だ よ り
1.昭 和基地
11月に入 り気温が徐 々に ト昇 し190に はE]最高気温が
プラスを記録 した。.ド旬には一10℃ を下回 るこ とが まれ
になった。 また、 日照時 間 も日毎 に増 し22日には日没が
な くな り極量 と呼 ばれる南極 の夏 を迎えた。
野外行動 では、先 月9日 に昭和基地 を出発 した ドー ム
ふ じ観測拠 点への物資補給 隊は、3日 ドームふ じ観測拠
点 に無事到着 した、久 しぶ りに会 った ドーム隊員の盛大
な歓迎 を受け長い旅の疲れ を癒 した。
旅行 隊の ドームでの荷 降ろ し作業 は、なれない高度 と
低温 下での作業に息を切 ら しなが らの作業 となった。
また、余暇 には ドームふ じ観測拠点隊 員 とサ ッカー等
交歓試合等 を行い楽 しい思い出 を残 した。
旅行 隊 は90「 しらせ」 での再 会を約 束 して、別れ を
惜 しみ なが ら昭和基地への帰路 に着 き25日に昭和 基地へ
無事到着 した。
沿岸 観測で はラ ングホブデ、 スカルブス ネス方面での
生物 、重力測定な どの調査旅行 も行われた。
娯 楽で は、夕食 後の外 出 も許可 され遠足や スキー、釣
りな ど明 る くなって きた夜 を楽 しむ姿 がみ られ るように
な った。 また、3日 には休 日日課 とし文化祭が開催 され
た。通路棟 では写 真展、ア イス ドームではバ ーベ キュー
が夜 更け まで盛大 に行われた。
12月に入 り、37次隊の受け入れ作業が最高潮に達 した。
多量 の除雪 や受け入れ作業 を計画的 に実施す るため2班
の作業班 を編成 し、除雪 作業を中心 に夕食後 も実施 した。
16日に、 ようや く夏期隊員宿舎の開設作業 、ベ ッ ド作 り
等 の作業 が終 了 し受 け入れ態勢 を整 えた。
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16日の'1,後に 、待望 の 第1便 ヘ リコプ ター を迎 え 、
各々が思 考を凝 らした姿で 出迎 えた。 この便 で届 いた家
族か らの託送品は大騒 ぎの内 に手渡 された。
夕食には、届いたばか りのキ ャベ ツ、卵等生鮮食糧が食
卓を山盛 りに飾 り、久 しぶ りの新鮮 さに歓声が.ヒがった 、
24日'「前9時 には 「しらせ」 が接岸 し、早速荷 降ろ し
がおこなわれ 、荷 受けが開始 された。28日には大 型物資、
燃料等氷 上輸送が完了 し、 その夜 は37次隊の歓迎会がお
こなわれ た,,29日は 「しらせ」 乗組 員 の基 地研.修がお こ
なわれ、約90名 を案内 した。
2.ド ームふ じ観測拠点
ll月3日 に待望の補給 隊が到 着 した。10ヶ月ぶ りの再
会を喜び、心尽 くしの料理 と ドラム缶風 呂で歓迎 した、賑
やかにな った拠点で は、連 日夜遅 くまで会話が弾 み情 報
交換 を した、.、賑やか さ も束の間 に過 ぎ9口 には別れを惜
しみつつ補給隊 を送 り出 した。
● 再び静 とな・た拠点で・、13・1から2難 ・よる掘削
作業 を開始 した。掘削作業は容 易では ないがll..1約10m
のペ ースで着実 に掘削 し、1]末には361mに 達 した。拠
点 での作 業もあ と1ヶ 月余 りとな り、 また2名 の新人が
加 わった こともあ り隊 員達は心機.・転 事故 に注意 しなが
ら順 調に掘削作:業を進めて いる,、
12Jlに入 り、気温が 一20℃台 を記録 する 日が続 くよう
にな り.夏ら しい季節 を迎 えている、
掘削作業は、　ll口から3交 代体制 による24時間の連続
掘削 に人 り月末には551mに 達 した、,
現在 コア採取の難 しい破砕帯 を掘削中であ るが、慎重 か
つ高度な掘削技術 によ り良質な コア を採取 し続 けてい る、
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隊員 は全員疲れも見せず総力を.ヒげ掘削作業 を続けて
いる。
また、除雪やデポ地の整理等37次隊の受け入れ及び引
継準備が行われた:二
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オーロラの形状の南 北差 ・地域差
オーロラを発光させる電子は地球の磁力線に沿って南
北半球の極域電離層に降下するという基本的特性 を有し
ている。従って、地球の磁力線の形状が南北半球で異な
っている場合には異なった形状のオーロラが南北半球で
出現することが予想される。昭和基地とアイスランドは
1本の磁力線で結ばれた地磁気共役点の位置関係にあり、
オーロラの南北半球の相違を研究するのに最も適 した観
測点である事は良 く知られている。ここでの観測結果を
例にし、オーロラ形状の地域差 を紹介する。
1)地 磁気 の伏 角が昭和 基地 では約65度 で アイス ラ
ン ドで は約76度 であ るため 、昭和 基地 で見え る
カーテ ン状 オーロラはアイス ラン ドよ りも斜め に
傾 いた光の カーテン として見 える。 これ は実際の
オーロ ラ観 測で も確 認 されてい る。
2)隣 り合 う磁 力線 間の幅 は昭和基 地の方が アイスラ
ン ドよ りも約L5倍 広い。 この事 は、渦巻状 オー
ロラの大 きさや多重カーテン状オーロラの間隔が
昭和基地ではアイスランドよりも1.5倍も大きく
(広がって)見 える事 になる。 この観測例を図に
示 した。形状は良 く似ているがスケールが2倍 近
くも昭和基地の方が大きい事が明らかである。
3)磁力線の方向は昭和基地では上に向かっているが、
アイスランドでは地面に向いている。このため、
渦巻状オーロラの渦の形と動きは南北半球で逆向
きになる事が予測され、実際に観測されている。
4)磁 場 強度 は昭和 基地 が アイスラ ン ドよ り約
8,000nT(約15%)弱いため、昭和基地の方が明
るいオーロラが見られる事が予想される。しかし、
観測技術 ・現象の複雑 さ等から、この予測の定量
的結果は得られておらず、今後の重要な課題の一
つとして残されている。
このように、オーロラの形状は地球の地磁気に大 きく
影響 されている。この特質を一般的に言えば、各々(地
磁気の)違 った地域(南 北を問わず)で 見た人々の持つ
オーロラの印象は厳密 に言えば異なっていることになる。
1988年9月12日22時24分15秒
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